
（１）

発行:(略称)コミバスをよくする会

事務局:辻井良和 方

〒510-0234 鈴鹿市江島本町31-36

電話 059-386-0529 FAX 059-386-0646（第２８号・２０１９年８月発行）

鈴鹿市民のコミバスよくする会では、４月の市長選

挙で３期目の当選を果たした末松則子鈴鹿市長さんと、

引き続き「無料」の巡回オンデマンドバスと、同じく無料

の主な市街地を巡る中型循環バスで、市内のどこから

も、誰でも 市内どこへでも行ける「市民バス」の提案を

してきました。

末松市長は、選挙公約にも表し、本当に交通弱者に

喜ばれる物を創ろうと思われていますので、ここで初

めて大がかりな署名運動に取り組むことを計画しました。

この署名は、末松市長の、交通弱者に喜ばれる市民

交通をと言う願いに答え、市民に喜ばれ、鈴鹿市の財

政負担も軽く、利用者が増えるほど一人当たりの鈴鹿

市の税負担が少なくなる、具体的提案の実現を願うも

のです。

６月議会では、鈴鹿市の公共交通のあり方を検討す
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る会議の設置が決まりましたが、実証運行については

歯切れの悪い答弁でした。

私たち「コミバスをよくする会」は、多くの市民の期待

に応えたいとする市長さんの願いに沿って、一日も早く

「無料」の巡回バスと鈴鹿市の根幹となる街区を循環

する中型の循環バスを走らせたいのです。

鈴鹿市に今まで無かったシステムを取り入れることに

は、利害関係者から反対や疑問が出るのは当然です

が、それらの意見には必要な説明や反論も行いながら、

これだけ多数の市民が求めている事実を、署名の数

で答えを出したいのです。

市内のいろいろな団体を初め、無料の交通システム

を望む人たちのすべてから署名が集まるよう、ご協力

を頂きますようお願い致します。

●署名に協力して下さる方を広げてください。

●署名用紙が必要な方には、すぐお届けいたします。

●署名の集約は、10月末とします。

広く、署名活動を行います

①無料なら、自由に計画できる

②無料ならいますぐにでも試行運行ができる

③無料の自主運行なら運行経費も安くできる
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既存の公共交通との連携や影響も把握できます。

また、ある程度広い地域で実証実験するには、その

地域内で１日に２０人以上の利用が見込まれるでしょう

から、電話予約で運行するには玉城町のようなコンピュー

ターによる運行管理システムが必要でしょう。

これまでにない「新たな交通システム」の実証実験を

成功させるために、多くの市民の声を聞いてほしいと

思います。私たち市民も声をあげて、その思いを市長

に届けていきましょう。

６月議会で、公共交通検討会議の運営費として２１万

円の補正予算が可決されました。市議会での議論をみ

ると、「交通の専門家や交通事業者で構成された『本市

の公共交通のあり方を検討する会議』を設置し、現状

の課題の整理を行い、『新たな交通計画』の作成に向

けて議論をすすめていく」とのことです。

また、新たな会議では、「あらゆる可能性、あるべき

姿について、これまでの枠組みにとらわれることなく幅

広い視点にたって、本市の公共交通のあり方を検討し

ていく」とも述べられています。

検討会議には、今のところ市民代表が入らないよう

ですが、広く市民の声を反映できる会議の設置が求め

られているのではないでしょうか。

また、鈴鹿市はもとより三重県下では、新たな地域交

通の取り組みはすすんでいるとは言えませんが、岐阜

県や愛知県では多くの市町で、新たな地域交通作られ

てきています。岐阜県西濃地域や岐阜市で、新たな公

共交通の策定に関わった専門家や、交通事業者の意

見を聞くことも大事だと思います。玉城町や刈谷市の

無料バスは、受益者負担と行政の考え方を学ぶことも

出来ます。

Ｈ２２年度以降抜本的な検討がされず、周回遅れで

やっと始まった「新たな公共交通検討会議」の設置で

すが、全国の優れた実践から学ぶことができます。

多くの鈴鹿市民が切望する地域交通が出来るよう、

私たち市民も声をあげて、その思いを市長に届けてい

きましょう。署名活動はその第一歩です。（橋詰圭一）

６月議会で、地域公共交通をめぐり、「実証実験」と

「公共交通検討会議設置」という、２つの動きがありま

した。ご一緒に考えて見ましょう。

末松市長が今期の公約に掲げた公共交通充実への

「実証実験」がどうすすめられるか、多くの市民が注目

しています。

市議会での答弁で末松市長は、「小規模需要に対応

した新しい交通サービスとして、その運行手順を地域、

交通事業者、行政、それぞれの役割を示した『手引書』

にもとづき、移動手段にお困りの１地域を対象に、「新た

な交通システム』の導入について検討していく。『新たな

交通システム』が本市に適したシステムかどうか検討す

ることから、行政が主体となって実証実験に取り組みた

い」と述べました。

担当部局が昨年より準備してきた、地域が事業主体

となる自主運行システム導入のための手引き書案は、

相模原市の「乗合タクシー導入の手引き」をもとにした

ものですが、６月議会の答弁をみると、「乗合タクシー

等」という言葉が使われなくなり、実証実験は行政が主

体となって取り組むという変化もみられます。

また議論の中では、運賃について「受益者負担を基

本と考えるが、無料の場合どうなるかの変化をみること

もひとつの方法としてありえる」と、これまでにない柔

軟な答弁もありました。

市長の思いにそった実証実験が、１日も早く行われる

よう期待したいと思います。

そのためにも多くの市民の声を聞いてほしいと思い

ますが、実証実験は狭い地域でなく、ある程度広い地

域での実験が必要です。

それは運転免許を返納したあとで公共交通を利用し

て行きたい場所は、近くの病院のほか、中央病院、大

型スーパー、公民館、公園など、ある程度広い地域内

での移動だからです。

そして、ある程度広い地域内で実証実験をしようとす

ると、運賃無料でなければ、多くの市民が望むような

実証実験は不可能だと考えます。

それは、有料運行では、三重交通など交通事業者と

の合意や、国交省の許可が求められるなど、さまざま

な障がいが生まれるからです。無料による実証実験の

中でこそ、自由な発想が生まれ、新たな交通システムと

「新たな交通システム」の実証実験は

ある程度広い地域で

無料でなければ始まらない

鈴鹿市補正予算で21万円の

公共交通検討会議の運営費


